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※以下の項目を参考の上で作成をしてください（様式は自由です）。 

実習企業・機関 株式会社モンテディオ山形 

実習期間 平成 ３０年  ３月 １３日 ～ 平成 ３０年  ３月 １７日 

学生氏名 井上侑紀 

実習プログラム 3 月 13 日 

オリエンテーション、事業内容・施設の説明。 

3 月 14 日 

トップチーム練習帯同…雪かきを社員、チームスタッフ総動員で行った。広報チ

ームの仕事である SNS 用の練習風景の写真撮影や、選手の警護、メディア関係者

の対応（テレビ・新聞・雑誌の記者やカメラマンの案内や注意、撮影場所の管理）

一般の見学者の対応を行った。 

自主事業案成作…3 人で 4 つの企画を考えた。過去の企画やインターネットを使

って調べたことをもとに、アイディアを出し、ワードでまとめ、発表した。対象

に合わせた場所や内容、予算、時間帯、人数などを具体的に考案した。 

試合前会見会場の片付け、ポスターの仕分け 

3 月 15 日 

山形市フラッグ取り付け…車で山形駅に向かい、駅前の通りの歩道に 20 本のモ

ンテディオ山形のチームフラッグを掲出した。 

県庁チケット販売…県庁の会社の中にモンテディオ山形のチケット販売のブース

を設けることで、チケットを買ってもらう。同時に呼びかけや、チラシ配りもし

た。 

3 月 16 日 

ホームゲームの事前準備 

荷物運び 

ND ソフトスタジアム内の関係者専用の場所のメディア席の準備 

3 月 17 日 

ホームゲーム当日の運営…ボランティアミーティングに参加し、自分の配置・役

割を確認しボランティアの方々と同じ仕事を行った。せんべい配り、マグネット

募金収集、その他案内・対応 

B リーグの会場設営…パイプ椅子を並べて観覧席を作る。電気関係のコードを安

全のためにマットを敷いて隠す作業。垂れ幕の取り付け。 

その他 

ミーティングへの参加 

効果的な SNS の利用方法・ハッシュタグの考案 



カット作業…親子企画のチケットの作成、体育館利用の券売機のチケット作成、

新年度利用用の案内利用の作成 

ラミネート…名札作成、案内表示に作成、グッズの値札作成 

学び・気づき 

（300 字程度） 

自主事業案考案では、様々なシチュエーションを想定し、いくつか考えを持っ

ておくことが必要なことがわかった。課題も対処法も 1 つではないので、視野が

広いほど問題点や解決策が多く出せると感じた。 

ホームゲームの運営では相手が何を求めているのかをしっかりと見極めなけれ

ばならないと思った。本来の自分の仕事以外の内容であっても対応しなければな

らないので、会場や出店の位置、イベントのタイムスケジュール、チケット・グ

ッズの販売などを把握しておくことが必要だとわかった。 

広報関係では、まず多くの人に「知ってもらう」ということが第 1 段階にあり、

その次にそれを「広める」、「商品を売る」ことに繋げていくという仕組みがある

ことがわかった。 

今後に向けた 

抱負 

（200 字程度） 

大きな声で挨拶をすることやメモを取ることの当たり前なことを大事な場面で

もしっかりできるように、日常生活の中から心掛けたい。 

知識や経験を養うために、様々な世代との交流を大事にしていきたい。積極的

にボランティア活動や行事に参加したい。 

臨機応変に対応することが求められてくるので、日頃から先生や部活動関係の

方々ともっと関わりを増やして、目上の方とも円滑なコミュニケーションが取れ

るように経験を積んでいきたい。 

インターンシッ

プをして気づい

た、実習先の魅力 

（300 字） 

 会話が多く、明るい雰囲気だと感じた。仕事量に対し、決して多くはない人数

なので一人一人に役割が明確でそれぞれで単独で作業をしているように見える

が、報告・連絡・相談が日常のやり取りに中で当たり前にできていた。情報共有

が徹底されていて一つの組織として出来上がっていた。個々人を見ても、電話対

応や、情報管理、団体・個人・企業とのやり取りなどの仕事に責任をもってこな

していた。業務内容が幅広く、いろいろな経験ができるため、様々なスキルが身

につけられると思った。 

サッカー選手と近い距離での仕事もできる。 

全員でひとつのものを創り上げることに達成感や、やりがいを感じられる。ON

と OFF の切り替えが上手く、どんな仕事でも楽しそうに取り組んでいる。 

写真（1～3 点） 

  
 


